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アムソン（Alexander William Williamson）

教授（化学）で、彼ら日本人留学生を親

身になって世話し、教育された。渡英後

貧窮のあまり病を得て客死した留学生を

看病し、手厚く葬られた方でもある。

後年岩倉使節団が訪英したとき、長州

五傑の一人山尾庸三が紹介したグラス

ゴーのダイアー（Henry Dyer）は工部省

工部寮（後に工部大学校と改称され、さ

らに東京大学に合併）の初代都検（実質

的な校長）となった。いわゆる「お雇い

外国人」である。ダイアー自身まだ 25

歳だったが、彼は自らの信念とする実践

訓練を重視した工学教育を日本に植えつ

けようとした。また知識の習得に加え、

エンジニアとしての全人教育を施した。

同じ頃来日した電気工学が専門のエアト

ン（William Edward Ayrton）は、おそる

べき先生で、滞日中に猛烈に研究し、論

文を次々と発表して、電気工学の中心が

東洋に移った、とまで言われたほどだっ

た。そのすごさを示すエピソードとして、

帰国当日に東京駅まで行ったものの、汽

車の出発が遅れると分かると、研究室に

戻って実験を続けた、と伝えられたりも

している。こういった先生方に教わると、

というより、謦咳に触れると、学生は心

底真剣に学ぶであろう。偉大な先生と同

じ立場を汚した者として顔に汗しつつ記

すのだが、教えられた教科内容そのもの

さることながら、三歩下がって拝む、そ

の学問に対する姿勢の教えるところの大

きさを思わざるをえない。

「お雇い外国人」は玉石混交で、一部に

高給目当てのいかがわしい人物もいたよ

うであるが、真剣に新生日本の近代化に

貢献された方も少なくなかったし、本国

に帰国後重要な地位についた人も多かっ

た。その分野は科学技術にとどまらず、

憲法・法律の制定、陸海軍の創設、貨幣

制度や教育制度の制定、経済産業の興隆

などさまざまな分野で新生日本の立ち上

がりに手を貸してくれた人たちだった。

日本政府は彼らに破格の報酬を支払い、

中には太政大臣よりも給料が高かった人

もいた。それほどまでして日本を近代化、

つまり西洋化しようと、我々の先達は努

めたのである。150 年前にほとんど命懸

けで渡英してまで知識を吸収しようとし

たような日本人と、その後来日した熱意

あふれる外国人教師たちとの平仄が合っ

た時代だった、と言えよう。さらに、海

外からの無償の援助としてではなく、高

い授業料を支払って教師を雇ったことも

案外よかったのかもしれない、と、これ

は昨今の一部途上国の現状を見て思う。

ロンドンの地下鉄でベイカー・スト 

リート駅に降り立つと、150 年前の駅構

内の絵が掲げられているが、実物を見た

であろう長州五傑らの驚きが、自らの体

験であるかのように湧き上がってくるの

である。

長州五傑の驚き
今年は日英交流の記念となる出来事 

が 2 件ある。400 年前（1613）に東印

度会社が平戸に商館を建て、150 年前

（1863）には当時の長州藩士 5 名（長州

五傑）が禁を冒して渡英した。

東印度会社はその後 10 年間存続して

撤退。ロンドン大学東洋アフリカ研究学

院（The School of Oriental and African 

Studies, SOAS）のタイモン・スクリー

チ教授によると、日本での商売があまり

儲からず、より利益の上がった東南アジ

ア貿易に比重を移したから撤退したの

だ、という。オランダとの競争に敗れた、

とも言えるか。イギリスは徳川幕府から

入国禁止を言い渡されたことはなく、「鎖

国」という言葉は不適切であるそうな。

400 年記念については Japan400 と銘

打ってさまざまなイベントが企画されて

おり、スクリーチ先生はじめイギリス側

がずいぶんと熱心ではある。2 月に開か

れたキックオフ・イベントは、徳川家康

に望遠鏡などを贈呈した当時の英国王

ジェームズ 1 世・6 世の末裔であるグロ

スター公の来臨を仰いで盛大なもので

あった。ちなみにジェームズ 1 世・6 世

王は、スコットランド王ジェームズ 6 世

が、エリザベス女王の亡き後イングラン

ド王ジェームス 1 世を兼ねたため、この

ような称号となっている。また家康が答

礼として贈った甲冑は、今もロンドン塔

に保管されている。このときの東印度会

社の諸記録が、当時の日本に関する有力

な知識となったそうである。

一方、150 年記念については、長州五

傑（Choshu five）がユニバーシティ・コ

レッジ・ロンドン（UCL）に学んだ由縁 

で、UCL が熱心。こちらもさまざまなイ

ベントが企画されている。長州五傑とは、

初代内閣総理大臣伊藤博文、明治の政財

界で活躍した井上馨、日本の工学教育創

設者山尾庸三、日本の鉄道の父と言われ

る井上勝、造幣局長となった遠藤謹助で

ある。150 年前（1863）といえば、イ

ギリスは産業革命を経て、世界の工場と

称され、飛ぶ鳥を落とす勢いのあった頃

で、ロンドンの地下鉄が開通した年であ

る。5 人の若者はロンドンに来て、見る

もの聞くものがあまりにすごいのでさぞ

かし仰天したことであろう。彼らの驚き

を想像すると頬が緩む。攘夷など到底で

きるものではない、と悟った彼らは、長

州藩が英・仏・米・蘭連合軍と戦火を交

じえたとの報道に接し、伊藤と井上馨が

急遽帰国。明治維新に身を投じた。ちな

みに彼らは帰国後ロンドンでの見聞を話

したが、荒唐無稽な作り話だ、と信じて

もらえなかった。残る 3 人は勉学を続け、

2 年後に渡英した薩摩藩留学生 19 名と

ともに日本の近代化に貢献した。

忘れてはならないのは、UCL のウィリ

平松幸三　ロンドン研究連絡センター長

センター長の視点
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平松：今日はありがとうございます。野

村さんは長らく日英両国で働いてこら

れて、3 年間京都大学のロンドン事務

所を担当されましたが、そういうご経

験から、最近日本で言われている「産

学連携」ということについてお話をう

かがえたらと思います。

野村氏（以下、敬称略）：「教育と研究」

というのが大学の従来の柱で、第 3 の柱

として「社会」と「教育と研究」がどう

連携するのかに重きを置くようになって、

日本の場合はそれを「産官学連携」と呼

ぶようになったと思います。それに対応

する英語がなくよく困るのですが、もっ

と明確に表現した knowledge transfer、

つまり知識移管は、連携に方向も入れて

いるわけです。日本語と英語ではコンセ

プトを必ずしも共有していないことは

知っておく必要があります。個人的には、

「イノベーション」という言葉で、産官学

連携をまとめてしまっています。

平松：日本の場合は、国立大学は 100%

税金で運営されているので、産学連携と

いうのに消極的だったんですね。特に特

定の会社と連携することについては非常

に消極的というか、批判がある上に、教

育の意識として、世の中の役に立たない

研究をしていることを誇るような風潮が

ありましてね。

野村：実際には現在の世の中とは直接関

係ないような研究はありますよね。考古

学とか古典学とか。

平松：要するに文化としてね。

野村：ええ、確かにそうかもしれません。

「インパクト」という言葉がイギリスでは

最近頻繁に使われていますね。最初は経

済的インパクトだけに焦点を当てたため

批判が多かったですが、今は、「学術界の

範囲を越えた、経済、社会、文化、公共

政策とサービス、健康、環境、生活の質

等に与える効果、変革や便益等」という

風に、広範に社会にどう波及効果を持つ

2013 年春、元京都大学産官学連携本部欧州オフィス（ロンドン）代表、 
現 Nomura Dimensions 社代表で山口大学客員教授の野村俊夫氏にお越しいただき、 
日英における産学連携の現状と展望について、当センター長平松幸三が聞きました。

元京都大学産官学連携本部欧州オフィス（ロンドン）代表 
野村俊夫氏インタビュー

「日英における産学連携の現状と展望」
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のかを問うようになりました。議論され

始めた 7 年前には反対している先生が多

くいましたけれども、今は競争的研究資

金の 20% の重みになっていることもあ

り、社会連携をまじめに議論するように

なりました。ちょうど私がイギリスに来

て生活し始めた 30 年ほど前は、大企業

の研究所に勤めるということは大変プラ

イドが高いことだったんですが、そこか

ら 30 年過ぎた今、そういう大企業も多

くなくなってきたし、大企業志向という

のがなくなっています。実際に世の中に

反映するのは中小企業からですから、こ

れからは中小企業が重要になると思い 

ますし、「そこで仕事をすることはいいこ

とだ」、それが特に「地域に連携すること

はいいことだ」と日本の若者の意識が変

わるには、長い期間かかるんじゃないか

と思いますがね。イノベーション・イン

フラの中でイギリスで一番最初に起こっ

たのは、ケンブリッジ大学を中心とした

ベンチャー・サイエンスパーク・起業家・

エンジェル・ネットワーク等からなる

Cam bridge Phenomenon で、2010 年

に 50 周年記念を迎えました。当時は理

工学部の先生方が中心となりコンサルタ

ントをし、将来何が必要とされるかを感

じながら Cambridge Phenome non が始

まったそうです。

平松：日本では大学教員がコンサルタン

トをやることに抵抗がありますね。

野村：そうですね。イギリスの場合、特

に最近のように横断的学際的な問題を取

扱うのに、いろんな先生方の経験や知識

と大学の実験設備を活用して、独立な立

場から難しい問題の解析や助言ができる

という立場をとっています。イギリスの

大学で一番大きな収入があるのはインペ

リアル・カレッジのインペリアル・コン

サルタント社ですね。イギリスの大学で

はコンサルタント業を、個人的アルバイ

トではなく、システム化したことから、

大学発イノベーションがよく動くように

なったと思います。

平松：ヨーロッパで、イギリス以外の事

情というのは御存じですか。

野村：例えばドイツのフラウンホーファ・

インスティテュート、あとオランダの

TNO やベルギーの IMEC など、理工学

の分野で、ベーシック・サイエンスをい

かに事業に発展していくかという過程

で、ヨーロッパは非常にうまくやってい

ます。それに似た役割として、イギリス

の MRC（Medical Research Council）

が関係している仕方もおもしろいです。

医学分野で長期的なファンディングをす

る政府の組織ですが、プロジェクトの中

の将来性のありそうな成果に関しては、

自分たちで事業化に移す仕組みをもって

いるんです。MRCT（T はテクノロジー）

という半官半民の組織で、MRC でファ

ンディングしたリサーチの成果を選別し、

自分たちで特許化し、それを translation 

research する部隊をもっているんです。

大手の企業がライセンスするまで育てる

という「死の谷」のギャップを埋めてく

れているんですね。イギリスの慈善団体

である Cancer Research UK は年間何

百億円単位のがん治療に関する基礎研究

のファンディングをしていますが、やはり

いい成果に対しては、Cancer Research 

Technology が同様にトランスレーショ

ンしてライセンスする仕組みを持ってい

ます。それでかなりお金が戻ってきてい

るので、基礎研究にまわせるという、い

いモデルですね。

平松：イギリスの場合、多くの大学でイ

ノベーション部門がありますが、この部

門というのは最近はどのように変化して

いますか。

野村：そうですね。イノベーション部門

というのは、最近までは Higher Educa­

tional Innovation Fund（HEIF）から、

その目的だけに使われる（リング・フェ

ンスといわれる）ファンディングが各大

学に配られていて、その結果、各大学で

そういう担当部門を作っていたわけです

ね。学内組織として作ったり、本格的に

なったところはそれを外の会社にしてい

ました。その中でも極端なのは、会社自

体をベンチャー化したインペリアル・イ

ノベーションズです。2 年前に HEIF か

らの支援金の配分方法が均等でなくな

り、またリング・フェンスがなくなり、

大学によってはイノベーション部門を学

部に戻してしまったりした組織編成が続

い て い ま す。 イ ノ ベ ー シ ョ ン 部 門 は

HEIF からの活動資金とライセンス等か

らの収入だけでは中々収支が合わないの

が基本にあります。

平松：私が思うには、複数の大学で一つ

の組織をもったらいいのではないかと。

そういう事例はありませんか。

野村：実際にあるケースだと思います。

イギリスと日本の違いは、イギリスの大

学は HEIF からの予算で人件費、出願や

メンテナンスも負担しなければならない

のですが、日本の場合、国際出願すると

野村 俊夫　Professor Nomura Toshio
1980 年東京工業大学博士課程修了、理学博士。
オックスフォード・サイエンス・パーク在欧州研究所 IT & Systems 部門研究ダイレクター、株式会社シャープ研究開発本部産学連携センター参事を経て、
2009 年～ 2012 年京都大学産官学連携本部欧州オフィス（ロンドン）代表、特任教授。2012 年、Nomura Dimensions Ltd を設立。
現在は山口大学学長戦略室付客員教授を務めるとともに、同会社代表。
グローバル化とイノベーションをキーワードとしたコンサルタントを行う。
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きは政府系機関からの支援があったり、

人件費も別扱い、と大分お金のかかり方

が違います。イギリスの場合は、それで

最近は出願数が絞られてきました。大手

の大学でも 10 桁の数の件数を出してい

るところが減りました。大学自身の予算

で出願し権利をもちますから、人件費も

含めてお金がかかるわけですね。

平松：数を絞るのはいいんですけれども、

特許を思いつく人はもっといるでしょう。

野村：いると思います。どれを特許化す

るかどうかの審査があります。企

業の場合、多少とも特許は資産に

なり、クロスライセンスの可能性

などもありますが、大学の場合は

使われない特許をメンテしていて

も仕方ありません。おもしろいア

イデアを知財専門やビジネス・ラ

イセンス担当の人が集まって協議

し、選びます。特許化すると決まっ

た段階で、事業化担当の人も決め

ますから、責任関係がはっきりし

ます。実際にライセンス活動をし

てみると、研究は非常にユニーク

だけれども特許の請求範囲が狭く

他社に避けられてしまうとの理由

で NG となってしまう場合が多い

です。出願すること自体が目的になって

いる場合がありますが、より強い特許を

どう作成し、出願するかということを明

確な目標にすべきです。イギリスでも 10

年前は特許の数を重視していましたし、

次がベンチャーの数でした。成功した例

や研究費や人件費、間接費等の累積した

経費に対して、ライセンス料等でいくら

お金が戻ってきたか、という事例が集まっ

てきて、だんだん収支の中身がわかるよ

うになってきています。

平松：イギリスの場合、大学の職員や教

員のイノベーションのトレーニングの全

国的な組織があるということですが、もう

少し詳しくお話いただけますか。

野村：イギリスで PraxisUnico という組

織があるんです。もともとはイノベー 

ション関連の人材育成とイノベーション

活動の情報共有の二つの組織が合併した

のでこのような名前になっています。日

本の知財専門の方は企業経験者のベテ 

ランが多いので、そのトレーニングをす

る、しないというのが難しい判断になり

ます。過去の成功体験がバリアになるこ

ともあります。イギリスの PraxisUnico

は、修士や博士を取り専門的知識はある

けれども、ビジネスにも非常に興味をもっ

ているという若手をトレーニングしてく

れる機関です。個人的にもこの Praxis­

Unico はすごくよい組織だと思うし、近

年では日本でも紹介されています。代表

者に京大に来てもらい、レクチャーして

いただいたこともあります。例えば共同

研究、委託研究やマテリアル・トランス

ファーの契約書の雛型を Praxis Unico と

経産省に相当する BIS（Depart ment for 

Business, Innovation and Skills）省が

作ったトピックがありました。雛型をパ

ラメータ化して契約書を作り、契約の詳

細を議論して 6 ヶ月、1 年かけるよりも、

1 ヶ月から 3 ヶ月で合意して、とにかく

早くプロジェクトを始めた方がいいとい

う研究者の思いを反映しました。また、

イノベーション部門の効率的運用や人材

育成の話もありました。日本の UNITT 

（大学技術移転協議会）やアメリカの

AUTM（米国大学技術管理者協会）の機構

よりきめ細かいと言われています。他に

もイギリスの BIS 省の Technology Strat­

egy Board の中の Knowledge Trans fer 
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Net work では、いろんな専門分野でのス

キルをもった人が相談にのってくれま

す。例えば、「こういう技術があるんです

が、どういう企業にもって行ったらいい

でしょうか」とか、「このような企業に紹

介していただけませんか」と聞くとうま

くつなげてくれます。日本でも、このよ

うな企業経験を持った専門家ネットワー

クに相談できるようにすれば、若い方も

色々なノウハウにアクセスできるんじゃ

ないかと思います。イギリスはもともと

コンサルタントが多い国ですので、メン

タリティが整ってきているような感じが

します。

平松：最後になりますが、日本の大学が

今後産学連携するときには、どういう展

望になるんでしょうか。

野村：キャリア、仕組み、人材育成等の

点からみて、日本はイギリスと 10 年以

上違うのではというのが一つあります。

イギリスでも 20 年ぐ

らい前までは大企業が

多かったし、大企業志

向でしたが、今はそれ

がないし、20 歳台で

数回会社を変えるのも

当たり前です。一つ日

本が傑出しているの

は、何十年も毎年多額

のお金を基礎研究に投

資してきていることで

す。産総研とか理研と

か NTT の基礎研究所

とか、そういうところ

は何千人規模で、何十

年もかけて、ものすご

くいい基礎研究をして

きていると思います。ヨーロッパの企業

では、大分基礎研究費を削減しているの

で、そういう企業の人が最近は直接日本

の大学にシーズ探しに来るようになりま

した。企業は明日、明後日の商品を作る

技術がなくては生き残れないので、必ず

いい研究を見つけようとします。先ほど

少しお話しました MRCT も、数年前に

日本の企業、研究組織の調査に来ました。

MRC がファンドしたのではないけれど、

日本で出願された研究の中から、よいも

のをピックアップして、それをトランス

レーションし、ライセンスに結びつけば

山分けしようということです。京都大学

とも覚書を締結しました。日本ではシー

ズを外国で見つけて内製化することを続

けてきましたが、今は逆で、日本には優

れた基礎技術がたくさんあるので、その

シーズをいかにグローバル展開するかが

重要になってきました。

平松：わかりました。あと付け加えるこ

とはありますか。

野村：すべて日本でやればいいというの

も考え方の一つですが、時間がかかりま

すし、効率的ではありません。海外にあ

るイノベーションのノウハウ、ビジネス

の知識と技術をもつ若手の人達と協力す

れば効率的です。日本の若手にそのよう

な経験をさせ 10 年かけて育成する、キャ

リアの文化を変えていくという我慢が必

要です。いい事をやっているんだけれど

もなかなか次が進まないとき、イギリス

では「どこでもいいから、いい事業なら

やります」という人がいっぱいいます。

そういう人をどんどん活用しやっていく

べきだと思う。もちろんイギリスだけが

相手ではなくて、アジアも含めて連携し、

若手に責任を与え人材育成すると、まだ

まだ日本の将来はある、基本的に日本に

は埋もれているけれど輝くシーズがあり

ます。ヨーロッパの会社が技術を見つけ

に日本に来ていますし、肌で感じていま

す。今後、世界のイノベーションのイン

フラに日本のシーズをつなげることが日

本の強さを活かす道だと思います。

平松：ありがとうございました。野村さ

んでなければうかがえないような貴重な

お話だったと思います。
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ネット 2 の活動紹介並びに斎藤教授（Uni­

versity of Southampton）から自らの研究

グループの紹介があった。日英学術交流

150 周年記念事業では、記念式典のほか、

日英で 20 件程のシンポジウム、ワーク

ショップ、日英交流の奨学金制度の設立

を予定している。また、カガクシャ・ 

ネットの発表では、ヨーロッパで活躍し

ている研究者や大学院生をインタビュー

しウェブサイトに掲載することで日本の

高校生や大学生に届ける企画について、

参加者から企画の意義や詳細についての

質問、カガクシャ・ネットの活動を励ま

す声等が飛び交い、議論が白熱した。

パブリック・レクチャーでは Prof. Timon 

Screech（SOAS）が“1613­2013 Four 

Hundredth Anniversary of Japan­British 

Relations”と題して、日英二国間の交流

を記念するプロジェクト“Japan 4003”

について講演した。日英両国の外交、通商、

科学、文化面での交流の起源は、ジェー

ムス 1 世が徳川家康に望遠鏡、徳川秀忠

に酒杯を贈り、江戸幕府が鎧兜と絵画を

返贈し、英国人の日本国内での居住と貿

易を認めた 1613 年に遡るという。

講演開始前から旧知の研究者と再会し、

近況を話し合う姿を多く見かけたが、 

ネットワーキング・レセプションでは熱

心に話し込む人の輪が幾重にもでき、そ

の後パブに会場を移し交流は続いた。

参加者からは、「いろんな在英研究者に

会えるのを楽しみにしているので JSPS

の企画はいつもありがたく思っていま

す。自己紹介で他の日本人研究者の話を

聞くと刺激を受けます。また今回若手研

究者が日本の高校生や大学生に向けて海

外に目を向けるきっかけを作る企画を聞

けてよかったと思うし、できれば助けに

なりたいと思いました」、「いつも研究者

交流の機会を提供下さり、ありがとうご

ざいます。今回もアットホームな環境で

様々な研究者の人と交流でき、研究だけ

でなく生活情報の交換もできました」等

の感想をいただいた。次回も在英日本人

研究者同士、また当センターとの交流の

場として有益なイベントになるよう運営・

企画改善につなげたい。 （安達）

2013 年 1 月 28 日、第 8 回在英日本

人研究者の会が開催された。当イベント

は英国の大学、研究機関等に在籍する日

本人研究者を対象としたネットワークづ

くりと当センターとの協力や意見交換等

を行う機会として 2005 年から毎年開催

されている。

40 名から事前の出席登録があり、当日

は 35 名の出席があった。イベントは、

平松センター長の挨拶で始まり、齋藤副

センター長による JSPS London の活動

紹介、参加者の自己紹介と続いた。次い

で今回初めての試みとして参加者による

プロモーション・セッションがあり、そ

の後パブリック・レクチャー、ネットワー

キング・レセプションが行われた。

プロモーション・セッションでは、大

沼教授（UCL）から長州五傑が UCL で 

学んだ 1863 年から数えて 150 周年に

あたる 2013 年に予定している日英学術

交流 150 周年記念事業 1 の紹介、江口氏

（University of Oxford）より理系の大学院

留学生・研究者とそれを目指す人のイン

ターネット上の集いであるカガクシャ・

第 8 回在英日本人研究者の会
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第8回在英日本人研究者の会参加者全員と

参加者同士のネットワーキング風景

1 日英学術交流 150 周年記念事業 :  
http://www.kagakusha.net/news/the150yearsanniversaryofuk­japanacademicinteraction

2 カガクシャ・ネットの企画：http://www.kagakusha.net/news/europeanbranch

3 Japan 400: http://japan400.com
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2013 年 1 月 9 日 ～ 11 日、Bristol 

University にて、同大学と京都大学の共

催による第 1 回シンポジウムが開催され

た。JSPS London からは平松センター

長他 2 名が出席した。本シンポジウムは、

自然災害による影響の予測と対策や、医

療治療を改善するための対話型ロボット

と技術の開発等の重要課題に特化し、

2008 年から進められてきた先駆的な連

携活動の一環として実施されたものであ

る。このような連携活動が続けて成功し

たことを受け、ブリストル大学と京都大

学の間では、2011 年に大学間学術交流

協定が締結されている。今回初めて開催

された二大学間のシンポジウムには、京

都大学から 90 人、Bristol University か

ら 150 人と、分野の異なるあらゆるレ

ベルの研究者らが集まり、既に実施され

ているプロジェクトを基盤に新たな関係

を築き、将来的な連携を目

指すという目的のもとに開

催された。英国内のメディ

アでも大々的に報道される

中、初日は Bristol Univer­

sity の Eric Thomas（Vice­

ChancellorProf）と、京都

大学の松本紘総長、林景一

在英国日本国大使館特命全

権大使の挨拶に始まった。

各大学の代表として参加し

た研究者らは、経済理論か

ら幹細胞まで、13 の研究

分野別グループに分かれてセッションを

行い、知識やデータ、施設の共用などを

通してどのように両大学の提携を進めて

いくかに関し、プレゼンテーションや議

論 が 繰 り 広 げ ら れ た。2 日 目 夜 に は、

JSPS London と EPSRC（英国工学・物

理科学研究所）が提携活動にも有用でき

るような助成事業をそれぞれ紹介し、続

いて旧交易船 S.S. グレート・ブリテン号

の船内でネットワーキングイベントが 

行われた。JSPS は、フェローシップ事

業や「世界トップレベル研究拠点プログ

ラム（WPI)」京都大学リサーチセンター

の助成事業、両大学の薬理学部間の研究

拠点形成事業（2015 年まで継続する 

予定）を通して、同大学と京都大学間の

パートナーシップを積極的に支援してい

る。両大学の提携事業の今後の発展を期

待したい。 （Polly）

1st Bristol / Kyoto Colloquium
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齋藤副センター長による JSPS 事業の説明

明治初期日本ではビールが薬局で売られていたそうだ。ビール

は健康によい、と信じられていたからでもあるが、それはイギリ

スではビールを飲まないと病気になったからだ。近代的上下水道

が整備される前のロンドンでは飲料水 ― 井戸かテームズ川の水 

― が大問題だった。川には糞尿、動物の死骸など流れ込んだが、

加えてひどい場合には工場の廃液・廃油でギトギトし、メタンガ

お茶を飲むのはビールの代わり？

平松幸三の

ご存じですか？
スの泡立つ淀んだ川の水を飲み下さなければならなかった。水道

はあったけれどしょせん処理していない水。これで病気にならな

ければ、よほど寿命のある人だろう。一方、ビールを飲む人は 

「おめざ」にまず 1 杯。寝るまでに 3 ～ 5 リットル飲むから、水

なんぞ口にしたくても受付けない。「お蔭で病気知らずでさあ」。

過度の飲酒の弊害に対して禁酒運

動が起こり、その一環でビールの

代わりにお茶を飲む習慣が始まっ

た。煮沸して色を着けてなんとか

飲めるようにした、というと辛口

過ぎるか。 テームズの死神
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FOCUS

4 月 17 日、サッチャー英元首相の葬

儀が執り行われた。セントポール大聖 

堂を囲む参列者の輪の中に、「Rust in 

Peace」（安らかに錆びろ）と書かれた自

作のカードを掲げ、無言で立つ人の姿が

あった。元首相の異名、「Iron Lady」（鉄

の女）と「Rest in Peace」（安らかに眠 

れ）とをもじって皮肉った言葉だ。

多くの参列者が敬意を表す拍手で葬列

を見送る中、その人物は終始カードを掲

げて葬列を凝視していた。　

元首相の死去については日本でも報じ

られ、「英国病を克服した優れた指導者」

「東西冷戦を終結に導いた立役者」として

の功績を称えつつ、英国では元首相への

批判的な意見も一部あるとの報道がなさ

れたと承知しているが、当地で受けた印

象は決して穏やかなものではなかった。

葬儀に先立つ数日間、元首相の死を悼

み、功績を称える一方で、あたかも慶事

を祝うかのように歓喜する人々の様子が

報道された。音楽界では 1939 年の米国

製映画『オズの魔法使い』の挿入歌、『鐘

を鳴らせ、悪い魔女は死んだ』がその曲

名故にヒットチャートの上位を占め、新

聞や雑誌では風刺画が紙面を賑わせた。

葬儀当日には抗議の意思を示すため、背

を向けて葬列を迎えた人たちもいたと報

じられた。

けれども報道の中のこうした光景は、

文化的背景の異なる日本人の私の目には

不謹慎を通り越して現実感のないもので

しかなかった。

しかし葬儀の当日、カードを掲げて無

言の抗議を行う人の姿を目にしたときに

は何かを感じた。元首相の在任期間は

1979 年からの 11 年半、今から 20 年

以上も前になる。20 年の歳月を経た後、

無言でしか訴えることのできない葬儀 

（沿道には数メートルおきに警官が配置さ

れ、不穏な動きをする参列者に注意を与

えていた）に敢えて参加してまで訴えず

にいられない思いを抱く人がいる、その

事実に、サッチャー時代とその影響につ

いて考えさせられた。

サッチャー政権は、「小さな政府」

「市場主義」を推進し、規制撤廃・各

種制度や組織の整理再編政策により

財政の再建、国の建て直しを図った。

しかし、このこと自体は他の国でも

同種の試みがなされており、特別な

ことではない。元首相が鉄の女とし

て特別視される所以は、原理主義者

的確信でもって改革を断行し、経済・

サッチャー英元首相の葬儀に想う

社会体制のみならず、国民の

考え方や文化的伝統までを変

化させた点にあるといえる。

「サッチャー改革は競争を

煽り、国民を利己的にした」

とは元首相に批判的な知人の

弁だ。

「豊かになれる者からなれ」

の文言で有名な、中国の鄧小

平氏の『先富論』は、「そし

て落伍している者を助けよ」

と続く。社会の変化への対応

を個々人の気力と能力に依 

存することの強かったサッ

チャー改革ではこの点への配

慮が必ずしも重視されず、過

熱した人生の競争に敗れた人

達、そもそも競争の土台に乗

ることすらできなかった人達

は祖国に切り捨てられたと感

じて自尊心を傷付けられ、その傷が今な

お疼くのだろう。　

もちろん、大多数の人々にとって元首

相は問題はあるにせよ国のためになすべ

きと考えたことをなした人であり、さら

に多くの人々にとっては既に過去の人で

あり、そのいずれにとっても困難な時期

に祖国を率いた指導者として敬意の対象

なのだと思う。

厳しい政策と強固な政治姿勢により高

い評価を得た元首相は、一方で今なお激

しい非難を受け、「Controvertial」（議論

の余地のある）と評される。「良／悪」 

「好／嫌」のいずれかに大きく評価が傾く

ものの、しかし、どこからも、「可もなく

不可もない」「何もしていない」との声は

聞こえてこない。

好悪の情は別としてその存在の大きさ

は認められているということだろう。　

「人間の真価が定まるのは死を迎えてか

らだ」との言葉があるが、棺を覆ってな

お定まらぬ評価こそが、サッチャー元首

相の真価と業績を物語っているのではな

いか。 （庄司）

国会議事堂に掲げられた半旗

セントポール大聖堂から最後の旅へ
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「勇気と感謝」のバトン

赴任してからの 2 年間は瞬く間に過ぎ

ていきました。そのように過ぎていくだ

ろうと日々の生活と出会いを大切にして

きたつもりですが、それでもあっという

間でした。僕はこのロンドン赴任を「勇

気と感謝」の 2 年間だったと振り返りま

す。あと数年で職業人生も折り返し地点

を迎えますが、残りをどのように走るべ

きか、また走りたいのか赴任前よりも

はっきりとイメージ出来るようになりま

した。

「臆病は簡単に伝染し、勇気は勇気のあ 

 

る者からしか伝わらない」僕の大好きな

小説の一節です。人生は長く、いろいろ

ありますから勇気が出る時も、臆病にな

る時もあります。臆病者が勇気を出そう

としている者を挫くのはよくありませ

ん。勇気がある者から勇気を出そうとし

ている者へのバトンタッチの機会を出来

るだけ多く作りたい。またいつか僕自身

もそのバトンを誰かに手渡したい。もし

この 2 年間で僅かでも勇気を出せた時が

あったならば、それは僕を支えてくれた

関係者の方々やチームのおかげです。

在英日本人研究者の皆さま、UK – JSPS

アラムナイメンバー、在英国日本国大使

館奥一等書記官、政府系法人勉強会の皆

さま、JSPS 東京本部海外センター係の

皆さま、JSPS ロンドンセンター平松先 

生、ポリーさん、高橋さん、加賀さん、

松尾君、奥村さん、安達君、熊谷君、永

田さん、鈴木君、庄司さん、今まで本当

にお世話になりました。

またこのような機会を与えて頂いた東

京大学関係者の皆さまに改めて御礼申し

上げます。

（2013 年 3 月 20 日　齋藤）

齋藤副センター長、安達・熊谷国際協力員の帰国
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1 年間の研修を終えて

JSPS London では総務・広報（Web

媒体）担当として幅広い業務を経験させ

ていただきました。事務所内で執務する

のみならず、シンポジウムや事業説明会

等で英国内の大学を訪問する機会に多く

恵まれました。この 1 年間を振り返ると

様 々 な こ と が 凝 縮 さ れ、“Work hard, 

play hard.”を具現できました。日本学

術振興会の皆様、大阪大学の皆様、お世

話になった皆様に厚く御礼申し上げま

す。ありがとうございました。帰国後は

ロンドンでの経験を活かし、大阪大学し

いては日本の高等教育、学術助成に貢献

出来ればと思います。

（2013 年 3 月 26 日　安達）

2012 年 4 月、初めて降り立ったロン

ドン・ヒースロー空港は雲一つない青空

が広がり、渡英前に抱いていたロンドン

のイメージが一変したのを昨日のことの

ように覚えています。

業務では、日英の商慣習の違いに戸惑っ

たり、また悩むことも多い日々でしたが、

良い上司と同僚に恵まれ、英国で数多く

の出会いがあり、非常に密度の濃い 1 年

間を送ることができました。JSPS 事業

説明会やシンポジウム出席等において、

英国の大学を直に見ることができたこ

と、大学関係者の生の声がうかがえたこ

とは貴重な経験です。

研修報告書では、「英国大学の海外展開

状況」をテーマに調査しました。渡英前

は、大英帝国の頃に比べ、本国だけに治

まっているのではないかと想像していま

したが、今なおコモンウェルス（英連邦）

諸国等と深くつながり、高等教育の分野

では世界をリードする国であることを強

く感じとりました。

最後に、このような機会を与えてくだ

さりご支援いただいた熊本大学の皆さま

と日本学術振興会の皆さまに心から感謝

申し上げます。

（2013 年 3 月 26 日　熊谷）

2013 年 3 月下旬、齋藤智副センター長、安達大祐、熊谷純一国際協力員が帰国した。

現在は、各々東京大学、大阪大学、熊本大学で勤務している。

以下、帰国職員からのコメントを紹介する。

齋藤副センター長

安達国際協力員（左）、熊谷国際協力員（右）
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スロベニア

首都リュブリャナを訪れ、研究機関 Jožef 

Stefan Institute1 と、総合大学 University 

of Ljubljana にて事業説明会を行った。

1946 年に物理学研究所として設立さ

れた Jožef Stefan Institute は、930 人

以上の国内外からの研究者が所属 2 する、

国内最大の研究機関である。国際的な研

究プロジェクトも多数行っており、同機

関と日本の共同プロジェクトは 12 件 3

報告されている。所長の Prof. Jadran 

Lenarčičと所長アドバイザーである Dr. 

Boris Pukl との面会後に開催された事業

説 明 会 に は、 同 機 関 に 加 え National 

Institute of Chemistry や National 

Institute of Biology からの研究者ら合

わせて 50 名の参加があった。

学生数が 5 万人を上回る大規模な国立

大学 University of Ljubljana での説明会

には、14 名の参加があった。同大学の

文学部アジア・アフリカ研究学科内には、

約 200 人の学生が所属する日本語学の

コースが開講されており、日本との交流

にも積極的な大学である。事業説明会の

参加者 6 名が（うち 2 名が JSPS の事業

で）研究のための訪日経験があり、今後

の研究活動に合わせた JSPS の事業の利

用について多くの質問が挙がった。

また、JSPS の事業のもとで訪日した

経験のあるスロベニアの研究者を対象に

同国初の Alumni Networking Event を開

スロベニア、ボスニア・ヘルツェゴヴィナ事業説明会
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スロベニア第一回	Alumni	Networking	Event

1 名前の由来となった Jožef Stefan（ヨジェフ・ステファン、1835­1893）は、弟子ボルツマンと共に物
理法則である「ステファン・ボルツマン法則」を生み出した人物

2 2011 年時点
3 2011 年時点

催した。国内各地の大学や機関から 35

名の研究者らが集まり、訪日した際の体

験や研究について、また Alumni Associ­

ation の設立に関して等積極的に話し合っ

ていた。

ボスニア・ヘルツェゴヴィナ

同国初の私立大学として 2004 年に設

立された、Sarajevo School of Science 

and Technology を 訪 問 し、 説 明 会 を

行った。国内の研究者ら、約 30 名の参加

があった。大学の創設者であり、Chan­

cellor 兼 Rector（学長）の Dr. Ejup Ganić
との対談では、ボスニア・ヘルツェゴ 

ヴィナの状況や学術の現状についての話

があり、同国と日本の学術交流の可能性

について意見を交わした。

スロベニアとボスニア・ヘルツェゴ 

ヴィナは、同じ旧ユーゴスラビア諸国で

も、その歴史的背景等により、経済・文

化などあらゆる点で相違する。JSPS の

事業を利用した日本との学術交流を比較

しても、その状況の違いは明らかである。

スロベニアは、科学技術や学術面での日

本との交流に熱心であり、実際に JSPS

の事業を利用した二国間、もしくは日本

とスロベニアを含む多国間の共同研究で

日本を訪れた研究者は、2008 ～ 11 年

で計 72 人である。一方、ボスニア・ヘ

ルツェゴヴィナでは JSPS の事業を利用

した共同研究は行われておらず、JSPS

フェローシップ事業で派遣された研究者

は 2010 年、11 年に各 1 人であるとい

うのが現状である。 （永田）

2 月 18 日～ 22 日にかけて、スロベニアとボスニア・ヘルツェゴヴィナ 2 ヶ国を訪

問し、事業説明会等を行った。

Jožef Stefan Institute 所長の Prof. Jadran 
Lenarčičと平松センター長
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最優秀の学生および研究者を惹き

つけ、そして伝統と新しいコンセプ

トが共存する広く開かれたキャンパ

スにし、世界と渡り合えるようにす

るためには、財政基盤の構築が喫緊

の課題であります。皆様からのご支

援よろしくお願いします。

高等教育機関で寄付募集をする場合、

その崇高なミッションを前面に出す場合

が一般的です。特に学長からのメッセー

ジならばなおさらです。しかし、これが

ダイレクトメールの文面だったらどうで

しょうか？ おそらく同じ文面になるケー

スがほとんどでしょう。これまで英国で

さえ高等教育におけるファンドレージン

グアピールには、次のようなチャリティ

の手法は当てはまらないと信じられてき

ました。

チャリティには大学がもつアラムナイ

のような帰属集団はありませんので広く

一般の方にアピールしなければ事業は継

続できなくなるため、この手法のファン

ドレージングが非常に長けています。本

当に高等教育機関はチャリティから学ぶ

ことは出来ないのでしょうか。

UCL（ユニバーシティカレッジロンド 

ン）では、これまでの常識を超えて 2012 

年「Jeremy Bentham campaign」を展開

しました。

Jeremy Bentham（以下ベンサム）は、

偉大な哲学者で「最大多数個人の最大幸

福」で有名なのは言うまでもありません

が、UCL の（スピリチュアル）創設者で

もあります。ベンサムの遺体は遺書にも

とづき同大学に保管されており、現在も

一般に公開されています。

●  すべてのアラムナイに「ベンサムの頭」

紙ちょうちん付きダイレクトメールを

送付。差出人はベンサム。

● オ リ ジ ナ ル の「 ベ ン サ ム の 頭 」 は

1975 年、ライバル校キングスカレッ

ジの学生によって盗まれ身代金を要求

されたことは UCL の学生誰もが知っ

ているストーリー。

● この DM は逆身代金。ベンサムの頭と

2 分でわかる！　ファンドレージング入門　其の二

いうプチギフトのお返しに￡100 の寄

付をお願い。

● 現在 UCL でもっとも成功した DM ア

ピールで、10 週間で￡150,000 を集

めた。

● 寄付額だけでなく、アラムナイによる

「ベンサムの頭」の写真が facebook な

ど SNS で話題になり新規アラムナイへ

のアピールにも大きく貢献。

● あるアラムナイのコメント。「I just 

made a gift to UCL – entirely due to 

the single best piece of marketing 

I’ve seen this year」。最高の褒め言葉

である。

このアピールは突飛な発想に思えるが

周到なプランが見え隠れしている。UCL

の歴史、ラディカルという校風、「他とは

違う」というアプローチ、誰に訴えたい

のかというセグメント化されたターゲッ

ト。ファンドレージングタイムラインの

スケールは一人のアラムナイの生涯です。

コミュニケーションとアピールを上手に

できるならばチャリティから学ぶことは

多いように思います。

（齋藤）

ベンサムの頭

Jeremy	Benthamの	
オートアイコンSMALL DOG

SEEKS BIG
LOVE
SPONSOR A DOG TODAY

「ジェレミ・ベンサムの頭」
～ UCL でもっとも成功したファンドレージングアピール
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2013 年 4 月 26 日、JSPS フェ

ローシップ事業に新規採択された

フ ェ ロ ー を 招 き、Pre­Departure 

Seminar が JSPS London にて開催

された。当セミナーは、本事業を

最大限に活用できるよう参加者に

日本での研究・日常生活に関する情

報提供を行うとともに、研究者間

の交流を促すことを目的に、例年 5

月と 10 月に開催している。今回は

42 名の出席があり、盛況だった。

平松センター長の開会挨拶に続き、参

加者が順に自己紹介を行い、お互いの

研究分野や派遣先の情報共有を行った。

今回参加したフェローの派遣先は、北

は北海道大学から南は九州大学にわた

る。その後、松本副センター長から本会

の事業概要、Ms. Watson International 

Programme Coordinator から JSPS サマ 

ー・プログラムの詳細について説明がな

された。次いで、同窓会員により、日本

の文化風習から日本人研究者とのネット

ワーク作りについてまで、自身の経験

を踏まえた親身な説明がなされた。ま

た、Royal Society お よ び Great Britain 

Sasakawa Foundation からゲストスピー

カーを招き、日本での研究に対する資金

援助についてお話をいただいた。

Pre­Departure Seminar 終了後、英国

同窓会員と新規フェローのネットワーキ

ングを目的とした Alumni Evening が行

われた。英国同窓会長である Dr. Martyn 

Kingsbury に よ る 挨 拶 で は、 同 窓 会 員

を 対 象 と し た BRIDGE Programme や 

FURUSATO Award などの再招へい事業、

日英シンポジウム開催スキームについて

紹介するとともに、昨年 JSPS London

が実施した 80 周年記念イベントついて

言及し、同窓会員の協力に対する感謝が

述べられた。次いで同窓会員により、自

らの研究について発表が行われた。これ

は、同窓会員同士で様々な分野の視点か

ら助言を出し合ったり、新たな共同研究

の可能性を模索するきっかけとなること

を目的としている。

歓 談 を 挟 み、 時 事 問 題 を 専 門 と す

る BBC の ジ ャ ー ナ リ ス ト、Mr. Julian 

O’Halloran から、学問研究をいかに効果

的に一般の人々に伝えるかをテーマに、

ゲストスピーカーとしてお話をいただい

た。Alumni Evening では、リラックスし

た雰囲気で参加者間での会話も弾み、夜

遅くまで活気ある交流が続けられた。

（Polly）

Pre-Departure Seminar and Alumni Evening 開催

Pre-Departure	Seminar にて。参加者が順に自己紹介を行った
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●	Professor	Howard	Gospel	(King’s	College	London),	Invitation	Fellow
	 Pre-Departure	Seminar	では、ビザやパートナーとなる研究者との連携の図り方、両替
等についての有益な情報を得ることができ、多くの不安を解消することができました。
何より、英国とヨーロッパ各国から集まった熱意にあふれた研究者たちと会い、彼らの
過去の経験や将来の計画について話を聞くことで、私自身大きな刺激を受けました。こ
れからのフェローの方にも、ぜひセミナーに参加してほしいです。

●	Mr.	Joseph	M	Rogers	(University	of	Cambridge),	Short	Term	Postdoctoral	Fellow
	 生まれ育った英国を離れ、遠く日本に行くことについて、期待と同時に不安もありまし
た。今回の Pre-Departure	Seminar は、渡日という大きな決断をした私たち研究者を安
心させてくれました。役立つ情報や先輩フェローの方たちの経験談を聞くことができ、
雰囲気も素晴らしかったです。JSPS のフェローシップを受賞することのできる幸運さ
を改めて感じました。

●	Mr.	Heiko	Moossen	(University	of	Birmingham),	Summer	Programme	Fellow
	 JSPS サマー・プログラムに採択され、北海道大学で研究できることになりました。日
本を訪れたことがない私にとって、文化のまったく異なるこの国で二ヶ月過ごすことに
大きな不安を感じていました。今回のセミナーは、その不安を小さくしてくれました。
特に同窓会員による発表を聞いて、海外で、新しい友人に会い、自らの視野を広げるこ
とができるこの機会がどれだけ幸運なものであるか、改めて感じることができました。
セミナーに参加して、一層渡航が楽しみになりました。待ちきれません。

❊セミナー参加者からのコメント ❊

Pre-Departure	Seminar	and	Alumni	Evening	参加者全員と

※ Pre­Departure Seminar and Alumni Evening レポート全文はこちら

http://www.jsps.org/event/files/article_about_pre_departure_seminar_and_alumni_evening_on_april_26th_2013.pdf
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【赴任のごあいさつ】

松本副センター長

この 4 月から当センターの副センター

長を務めています。前職は、東京大学社

会連携部渉外・基金課で、東大基金に関

する企画を担当しておりました。法人化

以降、大学が戦略的に活用する裁量度の

高い自己資金を集める様子を肌で感じ、

改めて事務職員も民間のような意識改革

が必要であると痛感し、前職を通して様々

な経験を培ってきました。

今回、縁があって JSPS 海外センター

へ勤務をさせていただく機会を得て、前

職同様、事務職員として意識改革する上

で、大きな転機だと考えています。国際

交流の仕事は、2005 年以来 8 年振りに

なるので、また初心に帰って職務に励み

たいと思っています。

また、JSPS が掲げる国際戦略に関し

て、JSPS London を通じ、その目標の

達成のため、微力ながらも一助

になれたらと思っています。

安藤国際協力員

JSPS London では、主に会

計 ･ 経理業務を担当させていた

だきます。初めての業務に不安

を感じながらではありますが、正確かつ

迅速に処理をすすめられるよう、精一杯

取組んでいきたいと思います。いただい

たこの貴重な機会を無駄にしないよう、

一日一日、一瞬一瞬を大切にし、実り多

い 1 年にしていければと思います。

木谷国際協力員

2012 年 4 月から 1 年間、JSPS 東京

本部では、主に先端科学（Frontiers of 

Science）シンポジウムを担当させてい

ただきました。東京大学では、国際部で

日本と海外の大学間の学生交流を担当し

ておりました。JSPS London では、総

務とニュースレターをはじめとした広報

業務を担当させていただきます。温かく

送り出してくださった JSPS 東京本部、

東京大学の皆様に感謝し、これからの 

1 年間、精一杯実りあるものにしたいと

思います。

松本副センター長、安藤・木谷国際協力員の着任
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2013 年 4 月、松本秀幸副センター長、安藤光子（名古屋工業大学）、木谷由佳（東

京大学）国際協力員が新たに着任した。

以下、新任職員からのコメントを紹介する。

（左から）	
木谷国際協力員、	
松本副センター長、
安藤国際協力員

日本人の素朴な疑問に英国人ぽりーさんが答えてくれます。なにか疑問に感じたら、
①氏名	②所属	③住所	④質問事項を明記のうえ、ニュースレター編集室	

enquire@jsps.org まで、お送りください。質問採用者には粗品を差し上げます。

オリンピックのマスコットの
ように奇妙なものもありますが、英国に
もかわいいマスコットはもちろんいま
す。日本のように企業やイベントの広告
の一環として、また学校やスポーツクラブ等で、キャ
ラクターや動物をモチーフにしたマスコットはよく用
いられていて、大衆に広くアピールし、知名度を上げ
たり、ファンドレージングにも貢献してきました。中
には伝説化したものや、コレクションシリーズが代々
受け継がれ、何世代にも渡って愛されているものもあ
ります。銀行 NatWest によるブタの一家（子ブタ型
の貯金箱）や、ジャム製造会社ロバートソン社のゴ 
リーバッジはその代表例でしょう。英国の人々は、CM
ソングやキャッチフレーズとともに登場するマスコッ
トに夢中になることもあります。最近では、価格比較
のウェブサイト“Compare the market”のマスコット
であるミーアキャット一家が人気です。CM 内でミー
アキャットが market と meerkat が紛らわしいのを皮
肉っているシーンや、キャッチフレーズ 「‘Simples! 

（簡単でしょ！）’」は、おちゃめで大流行しました。 

英国にはかわいい	
マスコットって	
いるのでしょうか？

A

Q

昨年のロンドンオリンピックでは、一つ目のマスコットが登

場していました。インパクトはありましたが、あまりかわい

いとは思いませんでした。英国にはかわいくて人気のあるマ

スコットやキャラクターはいないのでしょうか？
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長い冬を越え、コッツウォルズの村々にも草木が芽吹く。
牧草にも子羊の姿。

“Black eyes in the green fields”   by Yuka Kitani



JSPS London | VOL 36 | FEB - APR 2013

Introduction

　

国内外に多数の大学等高等教育機関が

林立する現在、各機関は学生を魅了する

特色の創造と打出しに知恵を絞り、優秀

な学生の獲得にしのぎを削っている。

では、実際に高等教育機関に進学を希

望する学生が必要とする情報とは何か、

それはどの様に提供されるべきものかに

ついて考える材料として、「全国学生調

査」を中心に、英国の状況を見てみたい。

「全国学生調査」とは

「全国学生満足度調査」と訳されること

も多い、「全国学生調査」1（NSS: National 

Student Survey）は、大学や継続教育機

関（以下、大学等）の最終学年に所属す

る学部学生のコースや学習環境に対する

満足度を測る調査である。

「授業」「評価とフィードバック」「教員

による支援」「組織と運営」「学習設備・

機材」「個人の能力開発」「全般的な満足

度」「学生自治会 2」等 3 といった項目か

らなる質問で構成された学生に対するア

ンケート調査（参考１）であり、毎年 1 度、

定期的な調査を行うことで調査項目の改

善状況を把握することができる。調査結

果は学生の進学先選択の際の材料として

用いられるとともに、大学・学生自治会

等により大学等が提供する教育の質の改

善に役立てられている。

調査主体 4 が公的機関のイングランド高

等教育助成会議（HEFCE）であること、

調査対象がイングランド、ウェールズ、北

アイルランドの高等教育機関、スコット

ランドの 15 の高等教育機関 5 に加えてイ

ングランドとウエールズの継続教育機関

など広範 6 であることから本調査の認知度

2 分でわかる！　全国学生調査【1/3】
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Point

•   全国学生調査とは

•  全国学生調査の位置付け

•  全国学生調査から見えてくるもの

1 National Student Survey（HEFCE） 
2 学生自治会は、大学からの補助金と自己収入で活動する、大学からは独立した自治組織。学生意見を代表

する活動や学生への福祉サービスの提供を行う。大学側も学生自治会を協力者と位置づけて尊重している。
3 この他に、National Health Service（NHS）関連のコースを履修する学生のみを対象とした質問項目がある。
4 実施は HEFCE の委託を受けた別組織で、2013 年までは民間会社 Ipsos MORI が担当している。
5 スコットランドの大学は任意参加。19 大学中の 15 大学が参加した。
6 2012 年度は全国 154 の高等教育機関と 106 の継続教育カレッジが参加した。 7 学生自治会に関する質問は学生の意見を受けて 2012 年度から追加されたもの。

（参考 1）全国学生調査（2012 年度版）質問項目

授業

1.	教員の説明の仕方が良い

2.	教員は授業を興味深くする努力をした

3.	教員が授業に熱意を持っている

4.	授業から知的な刺激を受ける

評価と	
　フィードバック

5.	事前に採点基準が明確に説明された

6.	評価や採点は公平であった

7.	レポートへのフィードバックが迅速であった

8.	レポートに対する具体的なコメントがあった

9.	レポートへのフィードバックにより、それまで理解できなかった点が理解できるよう	
になった

教員による支援

10.	履修科目について十分な助言と支援を受けた

11.	教員とは必要に応じて連絡がとれた

12.	科目選択の際に必要な助言を得られた

組織と運営

13.	自分の諸活動に関する限り、タイムテーブルは効率的であった

14.	コースや授業の変更は効果的に伝達された

15.	コースは組織的で、円滑に運営された

学習設備・機材

16.	図書館の各種設備・機材やサービスは自分に適したものだった

17.	必要なときに総合的な IT 設備・機材を利用することができた

18.	必要なときに専門的な機器や施設、部屋を利用することができた

個人の能力開発

19.	コースは自分の意見を自信を持って表現することに役立った

20.	コミュニケーション技術が改善した

21.	コースのおかげで経験したことがない諸問題に挑戦する自信がついた

全体的な満足度 22.	概して、コースの質には満足している

学生自治会 23.	所属大学の学生自治会には満足している

出展：National	Student	Survey

は高い。昨年 9 月に公表された 2012 年

度調査の回答者は 28 万 7000 人と前年

度比 2 万人超の増となっており、回答率

も 67％と過去最高値を記録している。

調査結果（参考 2）についても、自ら

の選択したコースを概ね満足とする回答

が 85％に達し 2005 年度の調査開始以

来最高値を示し、これまで常に満足度が

最低とされていた、「評価とフィードバッ

ク」の項目も若干とはいえ満足度が昨年

度から改善されている。さらにすべての

個別項目において 7 前年度を上回る評価

となっている。これらの数字から本調査

の浸透度の高まりとともに、本調査にお

http://www.thestudentsurvey.com/
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いて示された学生意見に対して着実な対

応が取られていることがわかる。

また、学生の声を聴く調査であること

から、主として数値情報を基に作成され

る、「The Guardian University Guide」

「The Times Good University Guide」な

ど民間会社が実施する主要な国内大学ラ

ンキングとは観点を異にする調査 8（参

考 3）として、学生にとっての有力な情

報源となっている。

一方で、調査項目が少ない、アンケー

ト調査であるなど評価方法に限界がある

17
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2 分でわかる！　全国学生調査【2/3】

8 国内主要大学ランキングは全国学生調査を評価要素に含んでおり、無関係ではない。

（参考 2）2012 年度 全国学生調査結果

本グラフは、各質問項目について概ね満足と評価した学生数の割合を示す。（割合は四捨五入の数値）
質問項目は、（参考3）の表と対応。

> 85%の学生が、自らの選択したコースに満足と回答
> 8%の学生が、どちらともいえないと回答
> 8%の学生が、不満足と回答

出展：	HEFCE ウェブサイトより“NationalStudent	Survey	–	2012	survey”より、2012年の調査結果
を抜粋	＜ http://www.hefce.ac.uk/whatwedo/lt/publicinfo/nationalstudentsurvey/ ＞

授業	
（質問 1	–	4）

評価とフィードバック	
（質問 5	–	9）

教員による支援	
（質問 10	–	12）

組織と運営	
（質問 13	–	15）

学習施設・機材	
（質問 16	–	18）

個人の能力開発	
（質問 19	–	21）

全体的な満足度	
（質問 22）

学生自治会	
（質問 23）

60 67 74 81 88

■ 2011　　　■ 2012

（参考 3）全国学生調査と民間大学ランキングの比較

全国学生調査 The Guardian University Guide

1 St Mary’s University College Belfast University of Cambridge

2 Courtauld Institute of Art University of Oxford 

3 Open University University of St Andrews

4 University of Buckingham/ University of Cambridge/ University of 
Oxford London School of Economics and Political Science (LSE)

5

Heriot-Watt University/Keele University/ University of Lancaster/ 
Stranmillis University College/ University of Bath/ University of 
Exeter/University of Kent/Central School Speech and Drama/Institute 
of Education

University College of London (UCL)

6 University of Warwick

7 University of Lancaster

8 University of Durham

9 University of Loughborough

10 Imperial College London

出展：National	Student	Survey

※	全国学生調査の上位の大学は、比較的小規模であり学生に目が届きやすいこと、学生の能力開発に力を
入れた大学環境を有するなどの傾向が見られる。また、逆に性格をまったく異にするOpen	University
の評価が高い点も特徴的である。

※	「National	Student	Survey」の評価は、質問22「概して、コースの質には満足している」に対する回答
を基にしたもの。

※	「The	Guardian	University	Guide」は民間大学ランキングの一事例。

本表には、それぞれのランキングの	
上位 10校を記載している

にも関わらず学生の進路選択に対する影

響力が大き過ぎるなどとして問題視する

見方もある。また、教員が、所属する大

学の学生に満足度の評価を高くするよう

働きかけを行うといった意図的な評価操

作の事例が報告されるなどの問題もある。

これに対して学生自治会などは、本調

査は大学における潜在的な問題を取り上

げ、学生の問題に光を当てるために有益

であり、調査の精度等に問題があるとし

ても、調査結果を精査し、議論すること

が豊かな成果につながるのではないかと

して、改善を加えながら調査を継続すべ

きといった見解を示している。　

　

全国学生調査の位置づけ

以上のように、問題があるとされなが

らも大きな期待と役割を担っている全国

学生調査であるが、その真価は、単独の

調査として以上に、「学生の進学先選択の
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2 分でわかる！　全国学生調査【3/3】

ための優良な情報の提供」等という目的

を共有する他の調査等との組み合わせに

より、複眼的な視点が持てるよう設計さ

れた構成にある。

現在、公的機関により全国規模で収集・

提供される進学先選択等の情報源として

は以下のものがある。

(1) 大学等への出願手続き支援機関

 「UCAS」による入学要件・専攻手続

きなどの出願・入学関連情報

(2) 「全国学生調査」による学生自身の意

見としての各大学のコース等学習関

連情報

(3) 英国高等統計局（HESA）が行う、

高等教育機関卒業後 6 ヶ月時点の 

人を対象とした「進路実態調査」

（DLHE; Destination of Leavers from 

Education Survey）9 による就職関連

情報

これらの情報は、HEFCE が所有し、

UCAS が委託により運営する進学希望者

向けの全国大学基本データウェブサイト

「Unistats」10 で一元的に公開されている。

Unistats には、機関別に学生数等の基本

情報、卒業生の収入情報や就職支援等の

大学の取組情報、専攻別の入学資格関連

情報、雇用関係情報、学生調査の結果、

卒業時の成績や進級率等の情報が総合的

に掲載されている 11。

さらに、こうした情報をより効果的に

発信する仕組みとして、2012 年から、 

「主要情報一覧」（KIS: Key Information 

Set）12 が導入された。KIS は、全国学生

調査における総合満足度の割合、就職 

率、就職後の平均給与額など学生の関心

の高い項目 を、数字やグラフ、表を用

いて簡潔にまとめ、全機関共通の様式で

提供するものである。つまり、 新たな情

報を提供するものではなく、従来収集さ

れてきた情報を、学生が進学先選択の際

に比較検討しやすいよう一覧化したもの

である。

このように、本来はそれぞれに異なる

目的をもつ独立した調査を一定の目的の

もとに組み合わせることで、大学等での

活動にかかる、「入学前」「在学中」「卒業

後」の 3 段階の情報を包括的に収集し、

これを統一された形式でわかりやすく示

すことにより、卒業後の進路も見据えた

進路選択を支援している。

全国学生調査から見えてくるもの

2011 年にビジネス・イノベーション・

技能省（BIS）から高等教育白書『Student 

at the Heart of the System』（学生中心

の高等教育）14 が発表された。英国の当

面の高等教育政策の基本方針を示した本

白書では、経済不況の煽りを受けて高騰

した教育費に見合う満足度を学生が得ら

れるよう、学生の経験値を高める質の高

い教育や学習環境を学生の要望を踏まえ

た形で提供していくとする趣旨のことが

述べられている。

その中の具体的な取組み事例の一つと

して、各機関で得られる資格や卒業生の

就職・収入状況等に関する情報をきめ細

かく提供するよう、UCAS や高等教育機

関に促していくとある。全国学生調査を

含む一連の情報収集・発信の体系はこの

方針を具体化したものである。

このため、英国における公的情報発信

の体系は、学生にとっての利便性や効用

を着目した仕組みとなっている。同時に、

比較考慮が容易な形での情報提供を求め

ることで、提供する教育の質の改善や情

報の提供方法等、高等教育機関間の競争

性を高めることを意図した仕組みにも

なっている。

従って、大学等各機関は学生が正しい

選択ができるよう、学生が活用しやすい

形での有益な基本情報を発信することが

求められており、それに加えて、これら

の情報と相互補完する形での学生を魅了

する自らの特色を打ち出すことが求めら

れている。

学生の満足度を測る調査は、学生自治

会の存在がそうであるように、学生を大

学の構成要素と捉え、大学運営に学生の

意見を取り入れる英国大学の伝統の延長

線上に位置する優れた仕組みである。し

かし、重要なことは、学生の満足度は大

学の価値を決める要素の一つに過ぎない

ことが意識されていることである。大学

に期待される役割が、大学における学生

の経験を深めることであるならば、大学

は学生の意見を踏まえた上で、より高い

見地から見て学生に有益と思われる大学

運営を進める必要があるのではないか。

そのためにこそ複数の調査の体系的な組

み合わせにより収集した広範な情報に基

づいた価値判断が必要とされる。

学生の意見を聴くことにとどまらない、

学生の真意を汲み取る教育的配慮こそが

大学に求められているものではないか。

（庄司）

9 Destination of Leavers from Education Survey（HESA）
10 Unistats（UCAS）
11 また、第三者評価機関による機関別評価報告書へのリンクや検索機能もついており、大学機関別、科目別、

学習形態別、課題別の検索も可能である。
12 Key Information Set

13 大学等はこれらの項目に関する最新情報を毎月 10 月末までに、「Unistats」に登録することが義務化さ
れている。

14 Student at the Heart of the System (BIS)

http://www.hesa.ac.uk/index.php%3Foption%3Dcom_studrec%26Itemid%3D232%26mnl%3D12018
http://unistats.direct.gov.uk/
http://www.keyinformationsets.com/
https://www.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/31384/11-944-higher-education-students-at-heart-of-system.pdf


日本からは東北大学他の研究者ら7名、

イギリスからは University of York, Uni­

versity of Manchester, University of 

Cambridge から研究者 12 名が講師とし

て参加予定。

→ 当シンポジウムに関する詳細は 

　 ＜こちら＞

・	New	 Boundaries	 in	 the	 Study	 of	

Modern	 Japanese	 Art:	 Extending	

Geographical,	Temporal	and	Generic	

Paradigms’

会場：SOAS, University of London

日程：6 月 19 日～ 20 日

SOAS、 東 京 大 学、 女 子 美 術 大 学、

University of Washington、東京藝術大

学、V&A,  Roya l  Co l l ege  o f  A r t、

University of California, Irvine、National 

Museums Scot land、Universi ty of 

Leeds、SISJAC、University of Sydney

からの研究者合わせて 11 名が講師とし

て参加予定。

→ 当シンポジウムに関する詳細は

　 ＜こちら＞ 

　

◆ JSPS 各種情報を定期的にお届けします！

JSPS London facebook ページ

Facebook ユーザーの方には、公募情

報や英国学術情報などウェブの更新情報

をタイムリーにお届けします。

→ ページは ＜こちら＞から。

在英日本人研究者

JSPS London が開催するイベントの

案内やニュースレター等を、在英日本人

研究者でご希望の方に送信しています。

情報提供を希望される方は、下記よりご

登録ください。もしお知り合いで興味の

ある方がいらっしゃいましたら、本情報

を転送いただけましたら幸いです。なお、

対象となるのは、英国の大学・研究機関

に所属する研究者（ポスドク・大学院生

含む）、及び在英日系企業研究所の研究者

です。

→ 詳しくは ＜こちら＞

JSPS Monthly（学振便り）

JSPS の公募案内や活動報告などを、

毎月第 1 月曜日にお届けするサービスで

す（購読無料）。情報提供を希望される方

は、こちらの ＜リンク＞ よりご登録く

ださい。

（永田）

◆ JSPS が募集する国際交流事業

外国人特別研究員（欧米短期）

欧米諸国の博士号取得前後の若手研究

者に対して、我が国の大学等において日

本側受入研究者の指導のもとに、共同で

研究に従事する機会を提供します。

＜ JSPS 東京本部受付分＞

申請受付機関： 2013 年 7 月 29 日（月）

～ 8 月 2 日（金）

※ 申請は年 6 回受け付けており、次回は

10 月上旬の予定。

※ 申請者の所属機関によって、締切日が

異なりますのでご注意ください。

来日時期： 2013 年 12 月 1 日～ 2014

年 3 月 31 日の間に来日し、

滞在期間は 1 ヶ月以上 12 ヶ

月以内

支給額： ① 往 復 航 空 券　 ② 滞 在 費

362,000 円／月（事業開始

時に博士の学位を有する者）、

200,000 円／月（事業開始

時に博士の学位を有しない

者）③その他（海外旅行傷害

保険、渡日一時金等）

申請方法：日本側受入研究者が JSPS 東

京本部に申請

採用予定件数：年間計 60 名程度

※募集要項等は ＜こちら＞

頭脳循環を加速する若手研究者戦略的 

海外派遣プログラム

国際共同研究ネットワークの核となる

優れた研究者の育成を目指す同プログラ

ムについて、平成 25 年度分の申請を

JSPS 東京本部にて受付けます。

受付期間：平成 25 年 7 月 8 日～ 

　　　　　7 月 10 日

※申請する大学によって、受付期間は異

なります。

→ 詳しくは ＜こちら＞

※日英交流事業の最新公募情報は ＜こち

ら＞ のページよりご覧いただけます

（英語）。

◆ JSPS London イベント情報

シンポジウム

2013 年 6 月に、JSPS のシンポジウ

ム開催スキームによって採択されたシン

ポジウムが開催されます。

・	Magnetic	Materials	 and	Spintronic	

Devices

会場：University of York

日程：6 月 10 日～ 12 日

JSPS Programme Information
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このページでは、JSPS にて実施する国際交流事業やイベントなどを抜粋して紹介し

ます。なお、詳細は各事業ウェブサイトをご覧ください。
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http://www.jsps.org/news/2013/05/symposium-at-soas-university-of-london-19-to-20-june-2013.html
http://www.facebook.com/pages/JSPS-London/236318713052904
https://ssl.jsps.org/members/?page=regist
http://www.jsps.go.jp/j-mailmagazine/index.html
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今号は、元在ロンドン京都大学産官学連携本部欧州オフィス代表の野村俊夫先生

をお招きしたインタビューを中心にお届けします。これからの産学連携のあり方に 

ついて、日本と英国の変遷を比較しながら、わかりやすくお話いただきました。ま

た、英国はもちろん東欧諸国での本会事業説明会の様子など、当センターの活動に

ついて幅広くご報告します。

2013 年は University College London (UCL) が中心となり、日英学術交流

150 周年にまつわる記念事業が数多く開催されます。今から 150 年前、伊藤博文

ら 5 名の若き長州藩士が渡英し、UCL で学びました。帰国後、彼らはさまざまな

方面で日本の発展に尽くすことになります。長い歴史をもつ日英交流をさらに発展

させるべく、当センターも Alumni や Fellowship 事業を通して尽力していきたいと

思います。当センターが英国と日本の学術研究交流の懸け橋となりたい。この想い

を込め、今回の表紙はテームズ川にかかるミレニアム・ブリッジです。 （木谷）
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